
み や こ 市 議 会 だ よ りみ や こ 市 議 会 だ よ り
羅 針 盤羅 針 盤

読むと、まちは少し良くなる。

岩
手
県  

宮
古
市

8.1
2 0 2 6

85No.

令和
8 年

6 月議会

市
議
会  

第
７
期

　
　

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
！

２
ペ
ー
ジ

注
目
記
事

市
民

が
望

む
ま

ち
づ

く
り

市
民

が
望

む
ま

ち
づ

く
り

か
だ
っ
と
が
ん
せ
！

トピックス 14ページトピックス 14ページ

トピックス 15ページトピックス 15ページ
9ページ9ページ

市民がまちづくりに参加！市民がまちづくりに参加！

議会広報編集委員会のメンバーが一新！議会広報編集委員会のメンバーが一新！

議会モニターへ委嘱状を交付

議会広報編集委員会の新メンバー ここが聞きたい！市政を問う　ここが聞きたい！市政を問う　
令和 8 年 6 月議会一般質問

らしんらしんばばんん
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市議会 第７期 新体制でスタート！

総 務 常 任 委 員 会

◎
委
員
長

　

松　

本　

尚　

美

○
副
委
員
長

　

木　

村　
　
　

誠

　

委
員

　

佐　

藤　

和　

美

　

古　

舘　
　
　

博

　

工　

藤　

小
百
合

　

竹　

花　

邦　

彦

教 育 民 生 常 任 委 員 会

◎
委
員
長

　

白　

石　

雅　

一

○
副
委
員
長

　

伊　

藤　
　
　

清

　

委
員

　

花　

輪　

政　

文

　

中　

居　

克　

広

　

中　

嶋　

勝　

司

　

小　

島　

直　

也

産 業 建 設 常 任 委 員 会

◎
委
員
長

　

西　

村　

昭　

二

○
副
委
員
長

　

山　

崎　

高　

広

　

委
員

　

植　

田　

収　

一

　

八　

谷　

光　

介

　

鳥　

居　
　
　

晋

　

落　

合　

久　

三

議 会 運 営 委 員 会

◎
委
員
長

　

落　

合　

久　

三

○
副
委
員
長

　

小　

島　

直　

也

　

委
員

　

花　

輪　

政　

文

　

白　

石　

雅　

一

　

西　

村　

昭　

二

　
　
　

議
会
議
員
選
挙
後
の
初
の
議
会

と
な
る
令
和
８
年
５
月
開
会
会
議
が
、
５

月
15
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
議
長
に
橋
本
久
夫
議
員
、

副
議
長
に
竹
花
邦
彦
議
員
を
選
出
し
た

ほ
か
、
常
任
委
員
会
や
、
議
会
運
営
委
員

会
の
委
員
、
一
部
事
務
組
合
議
員
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

市
議
会
の
新
体
制
を
報
告
し
ま
す
。

市議
長
あ
い
さ
つ

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
市
議
会
活
動

に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
改
選
を
経
て
、
第
７
期
宮
古
市
議

会
は
19
人
の
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
、
引
き

続
き
議
長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
４
年
間
、
議
員
一
人
ひ
と
り

が
力
を
結
集
し
、
市
政
課
題
の
解
決
に
向
け
て

「
オ
ー
ル
議
会
」
の
精
神
の
も
と
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
健

康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
と
、
よ
り

身
近
で
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
市
議
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

議 会 広 報 編 集 委 員 会

◎
委
員
長

　

古　

舘　
　
　

博

○
副
委
員
長

　

植　

田　

収　

一

　

委
員

　

八　

谷　

光　

介

　

花　

輪　

政　

文

　

中　

居　

克　

広

　

佐　

藤　

和　

美

一 部 事 務 組 合 議 員 な ど

会 派 構 成 （◎＝会派代表者）

宮古地区広域行政組合議会

　木村　誠　　小島直也　　鳥居　晋
　伊藤　清　　工藤小百合
岩手県後期高齢者医療広域連合議会
　木村　誠

立憲・市民クラブ

みやこ未来創造クラブ

みやこ結クラブ

創和会	
無所属クラブ	
公明党
日本共産党

◎花輪政文　　八谷光介
　竹花邦彦	
◎西村昭二　　山崎高広
　中嶋勝司　　伊藤　清
　橋本久夫	
◎白石雅一　　佐藤和美	
　古舘　博　　木村　誠	
◎工藤小百合　鳥居　晋
◎松本尚美　　植田収一
◎小島直也
◎落合久三	

　※会派に属していない議員　中居克広

議

長

議

長

橋
本
　
久
夫

橋
本
　
久
夫

副
議
長

副
議
長

竹
花
　
邦
彦

竹
花
　
邦
彦

は
し
は
し      

も
と　
も
と　

    　
　

ひ
さ

　
　

ひ
さ    

おお

た
け
た
け  

は
な　
　
　

く
に

は
な　
　
　

く
に  

ひ
こ
ひ
こ

し
ら
　
　
い
し
　
　
ま
さ
　
　
か
ず

 

い
　
　 

と 

う 

　
　
　
　
　
き
よ
し

は
な
　
　 

わ
　
　  

ま
さ
　
　
ふ
み

な
か
　
　 

い
　
　  

か
つ
　
　
ひ
ろ

な
か
　
　
し
ま
　
　
か
つ
　
　  

し

 

こ  

　
　
じ
ま
　
　
な
お
　    

や

に
し
　
　
む
ら
　  

し
ょ
う
　  

じ

や
ま
　
　
ざ
き
　
　
た
か
　
　
ひ
ろ

う
え
　
　 

だ
　
　 

し
ゅ
う
　
い
ち

や
つ
　
　 

や
　
　
　
こ
う
　  

す
け

と
り
　
　 

い
　
　
　
　
　
　
す
す
む

お
ち
　
　
あ
い
　  

き
ゅ
う 

　
ぞ
う

お
ち
　
　
あ
い
　  

き
ゅ
う 

　
ぞ
う

 
こ  
　
　
じ
ま
　
　
な
お
　    

や

は
な
　
　 

わ
　
　  

ま
さ
　
　
ふ
み

し
ら
　
　
い
し
　
　
ま
さ
　
　
か
ず

に
し
　
　
む
ら
　  

し
ょ
う
　  

じ

ふ
る
　
　
だ
て
　
　
　
　
　 

ひ
ろ
し

う
え
　
　 

だ
　
　
し
ゅ
う
　  

い
ち

や
つ
　
　 

や
　
　
　
こ
う
　  

す
け

は
な
　
　 

わ
　
　  

ま
さ
　
　
ふ
み

な
か
　
　 

い
　
　  

か
つ
　
　
ひ
ろ

 

さ  

　  

と
う
　   

か
ず
　    

み

ま
つ
　
　
も
と
　
　 

な
お
　
　 

み

 

き
　
　  

む
ら
　
　
　
　
　 

ま
こ
と

 

さ  

　  

と
う
　   

か
ず
　    

み

ふ
る
　
　
だ
て
　
　
　
　
　 

ひ
ろ
し

 

く
　
　  

ど
う
　
　 

さ   

ゆ   

り

た
け
　
　
は
な
　
　
く
に
　
　
ひ
こ
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定例会議定例会議
  

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
予
防
接
種
費
用
助
成
額
を
含
む

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
予
防
接
種
費
用
助
成
額
を
含
む

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度

宮
古
市
一
般
会
計

宮
古
市
一
般
会
計  

補
正
予
算

補
正
予
算
な
ど
な
ど

1515
議
案
を
可
決

議
案
を
可
決

可決した主な条例・議案などの主な内容

令和８年６月定例会議で

話し合ってこんなことを決めました

6.1>>6.12

66月月

安全と生活を守る 地域基盤と文化 子どもと高齢者

令和 8 年度一般会計
補正予算

令和 8 年度宮古市水
道事業会計補正予算

宮古市市税条例の一
部を改正する条例

宮古市文化財保存活
用地域計画協議会条
例の制定

令和 8 年度宮古市介
護保険事業特別会計
補正予算

教職員定数改善に関
する意見書の可決
子どもたちの学びをより良く
するため、教職員の定数改善
を国に求めるものです。

15
件
の
議
案
を
審
議

　

令
和
８
年
６
月
定
例
会
議
は
６
月
１
日
か
ら
６

月
12
日
ま
で
の
12
日
間
行
わ
れ
、
会
議
期
間
中
の

本
会
議
日
数
は
４
日
間
で
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
補
正
予
算
が
「
令
和
８

年
度
宮
古
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）」、

「
宮
古
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）」、「
宮
古
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）」
の
３
件
、
条
例
が
「
宮
古
市
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、「
宮
古
市
火
葬
場
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、「
宮
古
市
文
化
財

保
存
活
用
地
域
計
画
協
議
会
条
例
」
の
３
件
、「
財

産
の
取
得
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
」
が
３
件
、
人
事
に
関
す
る
議
案
が
「
宮
古
市

教
育
員
会
の
教
育
長
の
任
命
に
関
し
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
」
な
ど
５
件
で
あ
り
、
す
べ
て

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
１
件
を
採
択
し
、
意
見
書
１
件
も

可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
補
正
予
算
を
審
査
す
る
に
あ
た
り
、
令

和
８
年
度
の
予
算
特
別
委
員
会
委
員
長
に
竹
花
邦

彦
議
員
が
、
副
委
員
長
に
小
島
直
也
議
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
２
日
間

　

一
般
質
問
は
、
６
月
２
日
と
６
月
３
日
の
２
日

間
行
わ
れ
、
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
の
重

要
課
題
に
つ
い
て
質
問
等
を
行
い
ま
し
た
。

【
関
連
】
一
般
質
問
の
詳
細
は
９
ペ
ー
ジ
か
ら
の

記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
度
補
正
予
算

　

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
４
億
１
８

１
９
万
８
千
円
増
額
し
、
令
和
８
年
度
の
一
般
会

計
予
算
総
額
は
、
３
７
１
億
９
７
１
９
万
８
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
宮
古
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
は
、
86
万
２
千
円
増
額
し
、
予
算
総
額

は
62
億
９
３
６
１
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
宮
古
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

は
、
資
本
的
収
入
、
資
本
的
支
出
を
そ
れ
ぞ
れ

６
５
５
０
万
円
増
額
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
条
例

　

６
月
定
例
会
議
で
可
決
し
た
条
例
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

〇
宮
古
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
条
例
で
す
。

〇
宮
古
市
火
葬
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
宮
古
市
川
井
火
葬
場
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
条
例
で
す
。

〇
宮
古
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
協
議
会
条

例▼
宮
古
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
協
議
会
を

設
置
す
る
た
め
の
条
例
で
す
。

そ
の
他
の
議
案

　

６
月
定
例
会
議
で
可
決
し
た
そ
の
他
の
議
案
の

一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
３
件
）

▼
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
及
び
新
里
給
食
セ
ン
タ
ー

の
真
空
冷
却
機
、
給
食
配
送
車
の
購
入
を
決
定
す

る
議
案
で
す
。

請
願

　

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
、
定
数
改
善
を
は
か
る

た
め
の
、
２
０
２
７
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見

書
採
択
の
請
願
に
つ
い
て
（
請
願
者　

岩
手
県
教

職
員
組
合
下
閉
伊
支
部
支
部
長　

鈴
木
永
輝
）

採
択
し
た
措
置

　

意
見
書
の
送
付

可
決
し
た
意
見
書

〇
ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
、
定
数
改
善
を
は
か
る

た
め
の
、
２
０
２
７
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見

書▼
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
を
保
障
す
る
た

め
、
学
校
の
働
き
方
改
革
の
推
進
と
教
職
員
定
数

改
善
の
た
め
に
２
０
２
７
年
度
政
府
予
算
に
お
い

て
必
要
な
財
政
措
置
を
行
う
よ
う
国
に
求
め
る
意

見
書
で
す
。（
提
出
者　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

白
石
雅
一
）

説
明
事
項

　

今
定
例
会
議
で
提
示
さ
れ
た
説
明
事
項
の
う
ち

の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

次
の
計
画
策
定
は
今
年
度
中
に
計
画
を
完
成
さ

せ
る
も
の
で
、
市
民
の
意
見
を
広
く
聞
く
た
め
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

広
報
み
や
こ
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら

情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〇
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
方
針
に
つ

い
て

〇
第
12
次
宮
古
市
交
通
安
全
計
画
の
策
定
方
針
に

つ
い
て

〇
第
５
期
宮
古
市
障
が
い
者
計
画
、
第
８
期
宮
古

市
障
が
い
者
福
祉
計
画
、
第
４
期
宮
古
市
障
が
い

児
福
祉
計
画
の
策
定
方
針
に
つ
い
て

〇
宮
古
市
高
齢
者
福
祉
計
画
、
宮
古
市
介
護
保
険

事
業
計
画
、
宮
古
市
認
知
症
施
策
推
進
計
画
の
策

定
方
針
に
つ
い
て

　

ほ
か
に
議
会
に
説
明
が
あ
っ
た
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〇
入
札
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

〇
普
通
財
産
（
土
地
）
の
処
分
に
つ
い
て

〇
第
３
期
宮
古
市
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
計
画

の
策
定
方
針
に
つ
い
て

4億 1,819 万 8千円 増額
86万 2千円 増額

6,550 万円 増額

1 2 3 4

消防ポンプ自動車の
購入

新里給食センターの
真空冷却機・給食配送
車の購入

宮古市火葬場条例の
一部を改正する条例

川井火葬場の廃止に伴い、条例
の内容を見直すものです。

 開会・手続
6 月 1 日

・会議録署名議員の指名
・会議期間の決定
・議案の上程・提案説明
・予算特別委員会の設置
・議案の委員会付託

一般質問
6 月 2 日〜 3 日

・一般質問
　　（9名の議員が登壇）　　
　　市政について質問

委員会審査
6 月 5 日〜 10 日 採決・閉会

6 月 12 日

・総務常任委員会
・教育民生常任委員会
・産業建設常任委員会
・予算特別委員会
※各委員会で議案を審査

・委員会審査報告
・議案の審議・採決
・教育長・委員の任命に同意
・固定資産評価審査委員会委員
　の選任に同意

定例会議の流れ

６月の定例会議
6 月 1日～ 6月 12日

12日間
予算　　　　　　３件
条例　　　　　　３件
その他議案　　　８件
請願　　　　　　１件
意見書　　　　　１件
一般質問　　　　９人

P.9 - 13
一般質問記事

P.6 - 7
予算特別委員会
P.8
議案審査の概要
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６月定例会議で可決した補正予算

12 億 2,300 万円
１億      92 万円

3,867 万円
720 万円

5,892 万円
75 万円

8,099 万円
6,550 万円

３億 8,071 万円
1,355 万円

１億 5,224 万円
2,046 万円

6,978 万円
350 万円

145 万円
362 万円

13 億 2,392 万円13 億 2,392 万円

4,587 万円4,587 万円

5,968 万円5,968 万円

１億 4,649 万円１億 4,649 万円

３億 9,426 万円３億 9,426 万円

１億 7,270 万円１億 7,270 万円

7,328 万円7,328 万円

508 万円508 万円

補正前の額
補正額

補正後の額補正後の額
事 業 名 事 業 内 容

生活保護事業および生活保
護廃止世帯追加給付事業

有害鳥獣被害防止対策事業

公共交通空白地交通
確保維持事業

企業立地推進事業

医療給付事業

予防接種事業

市営火葬場維持管理事業

部活動地域展開推進事業

平成 25 年以降の生活保護基準引
下げに係る最高裁判決により追加
給付を行うもの。

申請件数の増加に伴い、電気柵等
の購入補助金を増額。仮設型から
常設型への移行が進んでいること
から１件あたりの単価も増加。

箱石地区（崎山）でのデマンドタ
クシー（※）委託料。１日１往復
を週２回、通院、通勤や買い物需
要に対応し、７月から開始予定。

宮古短大裏の新たな産業用地整備
に伴い上水道配水管を敷設する費
用を計上するもの。

利用者、医療機関および市の事務負担
を軽減するため、レセプト（診療報酬
明細書）の共通化や、医療費助成のオ
ンライン受給資格確認の導入に向けた
システムの改修。

ワクチンの変更等に対応するため予防
接種に係る費用助成範囲を拡充。拡充
の対象は、高齢者の肺炎球菌及びイン
フルエンザ、小児のインフルエンザ。

９月末に廃止予定の川井火葬場に
ついて、解体工事の実施設計業務
委託料を計上するもの。

中学校部活動の地域展開について、
休日のクラブ活動費等の支援、経
済的困窮世帯への参加費等の支援
などを実施するもの。

表中の予算額は、１万円未満の端数を切り捨てたものです。
※デマンドタクシー　事前予約に応じて運行するタクシーのこと
(デマンド（=demand）には、「需要」「要求」などの意味があります )　

補
正
予
算
の
主
な
事
業(

一
般
会
計)

令和８年度補正予算を可決しました
一般会計・特別会計・企業会計

　中学校部活動の地域展開を推進する事業費の増額、有害
鳥獣被害防止のための電気柵購入費補助金の増額、宮古短
大裏造成地での上水道整備費などを可決。一般会計の補正
は、すでに議決している歳入・歳出にそれぞれ４億 1,819
万８千円を追加するもので、歳入・歳出予算の総額はそれ
ぞれ 371 億 9,719 万８千円となります。

部活動地域展開推進事業

　講師などへの謝礼は 1時間あたりいくらか。

A 教育部長
　1 時間あたり１６００円を基準としている。

教 育

Q

有害鳥獣被害防止対策事業

　補助金を増額する補正に至ったのは、電気柵の単
価が上がったためか、申請数が多かったためか。

　有害鳥獣から農作物を守るための電気柵とのこと
だが、どのようなものが対象となるのか。

A 農林水産部長

A 農林水産部長

　これまで、電気柵は季節的に設置する仮設型の
ものが多かったが、最近は常設型の丈夫なものが
増えており、単価が高い。

　農作物を守るための事業なので、専業農家や比
較的大きい兼業農家に限るわけではなく、家庭菜
園も対象。例えば柿の木が１本でも、収穫するの
であれば対象になる。

農 業

Q

Q

公共交通利用環境整備事業

　磯鶏駅の電気代の未納は見落としが原因だと考え
られるが、他の公共施設に同様の事案はないと確認
できているか。

A 政策推進課長
　本来ならば、工事検査完了後に名義変更するべ
き事案で、今後繰り返さないように、建築の担当
とも情報共有し、本来の手順を改めて確認してい
る。全庁で情報共有しており、他の施設での見落
としについては、ないと認識している。

交 通

Q

補 正 予 算 審 査

ココが×知りたい！

　生活保護費の追加給付について、８月上旬、申出
受付開始とある。申請の時期を早めるべきだと思う
がどうか。

A 保健福祉部長
　生活保護は法定受託事務で国がやる事務を地
方公共団体が請け負っている。国が決めた日から
でなければ、スタートできない。全国一斉の形に
なるので、宮古市だけ早めることができない。

Q

生活保護廃止世帯追加給付事業

　現在は生活保護を廃止している世帯にもプッシュ
型で通知するべきではないか。

A 福祉課長
　生活保護廃止世帯への追加給付は、国が申し出
制としている。国では、生活保護受給歴は、本人
が他者に知られたくないと考えることが多い非常
にデリケートな情報ととらえているからである。
　例えば、生活保護廃止後に結婚した相手の方や、
新たに同居した方に、生活保護の受給歴が露見す
るおそれが生じることなどである。

社会保障

Q

医 療 給 付 事 業

　マイナンバーカードを利用した医療費助成のオン
ライン資格確認システム導入に伴う改修メリットは。

A 総合窓口課長
　受給者については、病院ごとに提出している申
請書が不要になり、医療機関も紙レセプトによる
申請手続き対応がなくなる。市側のメリットとし
ては、審査のために毎月行っていた並び替え等の
事務処理が不要となる。

医 療

Q

公共交通空白地交通確保
維持事業

　箱石地区 ( 崎山 ) のデマンドタクシーの運行開始に
あたり、利用者の事前登録の現状はどうか。

A 政策推進課長
　通院が５名、通勤が１名を見込んでいる。６月
下旬に改めて説明会を開催し、事前登録を行う。

交 通

Q

（１）一般会計 367 億 7,900 万円

62億 9,275 万円

２億 1,211 万円
７億 1,543 万円

４億 1,819 万円

86万円

6,550 万円
6,550 万円

371 億 9,719 万円371 億 9,719 万円

62 億 9,361 万円62 億 9,361 万円

２億 7,761 万円２億 7,761 万円
７億 8,093 万円７億 8,093 万円

補正前の額 補　正　額 補正後の額

（２）特別会計

（３）企業会計
介護保険事業特別会計

水道事業　資本的収入

水道事業　資本的支出



　
　

ココが×聞きたい！

一 般 質 問
八谷　光介 議員（立憲・市民クラブ）-------------------9 ページ
　　■　一次産業に対する気候変動の影響について
　　■　観光業における人材育成について
木村　誠 議員（みやこ結クラブ）------------------------10 ページ
　　■　ふるさと納税について
　　■　道路陥没の未然防止対策について
　　■　墓石リフォームの補助制度創設について
松本　尚美 議員（無所属クラブ）------------------------10 ページ
　　■　消防、救急救命体制の強化に対する市の認識は
　　■　若年層、若年女性が住みたいと思えるまちづくりを
古舘　博 議員（みやこ結クラブ）------------------------11 ページ
　　■　西の玄関口の位置付けの門馬地域の振興策について
落合　久三 議員（日本共産党）---------------------------11 ページ
　　■　県賃上げ支援事業への市独自上乗せによる生活支援
　　　　について
　　■　資材高騰下での市内商工業者支援の強化について

竹花　邦彦 議員（立憲・市民クラブ）-----------------12 ページ
　　■　原油・物価高騰に伴う経済対策について
　　■　2025 国勢調査結果と人口減少の課題について
白石　雅一 議員（みやこ結クラブ）---------------------12 ページ
　　■　より安全な避難について
佐藤　和美 議員（みやこ結クラブ）---------------------13 ページ
　　■　女性の健康課題対策と更年期世代の社会参画維持に
　　　　ついて
　　■　AED 設置の拡充について
花輪　政文 議員（立憲・市民クラブ）-----------------13 ページ
　　■　宮古市定住化促進奨学資金返還免除について
　　■　新規高卒者の管内就職率について

市

政

を

問

う

※質問項目は、一般質問通告によるものです。

▲一般質問の内容を
動画でご覧いただけます。

本市の一次産業に対する気候変動の影響は？本市の一次産業に対する気候変動の影響は？
農業、水産業で品質低下や資源量の減少

Q
A 八谷　光介　議員

　

本
市
の
農
林
水
産
業
に
お

け
る
気
候
変
動
の
影
響
と
対

策
は
。

　

農
業
で
は
、
昨
年
は
高
温

の
影
響
で
、
米
粒
の
割
れ
や

白
濁
な
ど
の
品
質
低
下
を
確

認
。
野
菜
や
果
樹
で
は
、
水

不
足
に
伴
う
葉
や
果
肉
の
萎

れ
、
高
温
に
よ
る
日
焼
け
、

着
果
不
良
な
ど
が
発
生
。

　

対
策
と
し
て
、
河
川
へ
の

ポ
ン
プ
設
置
、
技
術
指
導
、

栽
培
管
理
な
ど
を
実
施
し

た
。
今
後
は
、
高
温
耐
性
品

種
の
導
入
、病
害
虫
の
対
策
、

水
源
確
保
が
必
要
に
な
る
。

　

林
業
で
は
、
顕
著
な
影
響

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

水
産
業
で
は
、
サ
ケ
、
サ

ン
マ
な
ど
が
大
き
く
減
少
し

て
い
る
一
方
で
、
ブ
リ
の
漁

獲
量
が
増
加
。「
磯
焼
け
」

に
よ
り
、
ア
ワ
ビ
、
ウ
ニ
の

餌
と
な
る
海
藻
が
減
少
し
、

成
長
や
身
入
り
に
悪
影
響
が

出
て
い
る
。

　

対
策
と
し
て
は
、
宮
古
湾

で
の
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
や

ギ
ン
ザ
ケ
の
海
面
養
殖
、
藻

場
造
成
ブ
ロ
ッ
ク
の
据
付
や

ウ
ニ
除
去
に
よ
る
磯
焼
け
対

策
を
行
っ
て
い
る
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
吸
収
源
と

し
て
本
市
の
自
然
環
境
を
活

用
す
る
こ
と
の
検
討
状
況

は
。

　

農
業
と
水
産
業
で
、
検
討

中
で
あ
り
、
今
後
も
費
用
対

効
果
や
採
算
性
を
考
慮
し
検

討
を
進
め
る
。

観
光
業
に
お
け
る
人
材
育
成

　

本
市
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
数
の
今
後
の
推
移

は
。

　

本
年
度
は
、
ク
ル
ー
ズ
船

は
約
３
万
人
、
市
内
宿
泊
施

設
や
観
光
案
内
所
等
の
利
用

は
７
千
人
を
超
え
る
見
込

み
。
今
後
も
増
加
す
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
に
対
応
す
る

人
材
の
確
保
は
。

　

現
在
、
通
訳
ス
タ
ッ
フ
の

登
録
者
は
、
市
内
32
名
、
市

外
44
名
。

　

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

り
、リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
、

通
訳
ス
タ
ッ
フ
を
育
成
し
て

い
く
。

　

宮
古
地
域
通
訳
案
内
士

は
、
２
年
目
研
修
に
加
え
、

新
規
募
集
も
行
う
。

■

気候変動の影響で漁獲量が大きく減少したサケ

問

問問

問 市
長
市
長

市
長
市
長

市
長
市
長

市
長
市
長

八谷光介議員の一般質問動画はこちら▲

宮古市議会の情報をリアルタイムでインターネット中継
本会議は生中継（ライブ配信）しています。
録画中継は、本会議のおおむね５日後（土日祝を除く）
から配信します。（パソコン、スマートフォン、
タブレット端末に対応）

○みやこハーバーラジオ
　定例会議開催中の
　午前８時 10分ころから放送です。

○フェイスブック
　宮古市議会のホームページのリンクをクリック
　してご覧ください。

次の定例会議は、９月上旬の開催予定です。
会議日程が決まり次第、宮古市議会のホームペー
ジに掲載します。
詳しくは議会事務局におたずねください。
☎ 0193-68-9113
Mail：gikai@city.miyako.iwate.jp

◀︎
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

82.6MHz82.6MHz
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議 案 審 査 概 要

今定例会議で各常任委員会に付託された
議案及び請願の審査概要をお知らせします。

議案第７号
財産の取得に関し議決を求めること
について

議案第９号
財産の取得に関し議決を求めること
について

請願第１号
ゆたかな学びの実現、定数改善をはかるための、
２０２７年度政府予算にかかる意見書採択の請
願ついて

議案第６号
宮古市文化財保存活用地域計画協議
会条例

議案第５号
宮古市火葬場条例の一部を改正する
条例

議案第８号
財産の取得に関し議決を求めること
について

　更新する消防ポンプ車は 25 年をめどに計画的に更
新していると理解しているが、現在使用している車
両は何年経過しているのか。

　取得する給食配送車の荷台部分を載せ換えて再利
用はできないものか。

　主要５教科以外の４教科について、本市では平等
な教育を受ける機会が保たれているのか。

　計画の策定から今回の協議会設置に至るまで２年
間の経緯は。　

　所管が変わることで、宮古市の魅力的な文化財を
クルーズ船観光などで利活用することが期待される
が、協議会へは観光団体関係者も含める予定か。

　川井火葬場維持管理費は、令和８年度当初予算で
は９月までの予算計上になっているが、当初から９
月末で廃止する予定か。

　取得する真空冷却機はどういうものか、また現在
使用しているものの使用年数と新たに導入する冷却
機の耐用年数は。

　納期が令和９年度となる理由は何か。

A 消防対策課長
A 新里給食センター所長

A 学校教育課長

A スポーツ文化課長

A スポーツ文化課長

A 地域振興部長

A 教育総務課長

A 消防対策課長

総務常任委員会 教育民生常任委員会

教育民生常任委員会

産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

教育民生常任委員会

Q Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

議 案 審 査

ココが×知りたい！

　予算措置の段階でメーカーへ確認したところ、
排ガス規制強化への対応や部品調達の遅れなど
により、すべてのメーカーから１年以内の納品は
困難との回答があったため。

　今回更新する車両は平成 17 年 12 月登録で、
現在 20 年が経過している。

　購入車両の規格変更により現在使用中の荷台
を再利用することは不可能である。

　４教科に関わる教員は全ての学校で補充され
ているわけではなく、各学校に専属ではない１人
の教員が３校から４校を回っている現状である。

　本計画は、令和６年７月に文化庁の認定を受け
た。計画期間は令和６年度から 11 年度までの６
年間で、今年度は中間年に当たる。今年４月に教
育委員会から市長部局（交流推進部）に所管が変
わったことに伴い、組織を新たにするもの。なお、
前身の協議会では令和７年７月と８年３月に、意
見聴取を実施した。

　前身の協議会でも観光関係団体が委員に含ま
れていた。新たな協議会でも入っていただき、利
活用について協議を進めていく。

　昨年 10 月から検討を始め、地域の方々との協
議を重ね本年９月 30 日をもって閉鎖の予定で進
んでいる。

　加熱された調理器内を真空状態にすることで水
分を気化させ、調理物を急速に冷却することで菌
の繁殖を抑制するもの。
　また、現在使用中のものは 16 年経過している。
耐用年数は一般的には 10 年から 15 年である。



西の玄関口の位置付けの門馬地域の振興策西の玄関口の位置付けの門馬地域の振興策
についてについて
実現性の高い構想にするために意見交換し
拠点施設となるよう検討を深める

Q

A 古舘　博　議員

 　
「
門
馬
地
域
公
共
施
設
再
配

置
計
画
」
は
、
門
馬
地
域
の

今
後
の
地
域
力
や
結
束
力
に

関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
早
期

の
推
進
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
現
計
画
の
進
捗
状
況
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

施
設
の
在
り
方
や
建
物
配

置
な
ど
を
整
理
し
た
基
本
構

想
を
令
和
５
年
３
月
に
策
定

し
、
事
業
化
に
向
け
て
意
見

交
換
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　

川
井
地
域
の
総
意
と
し
て

要
望
さ
れ
た
経
緯
を
踏
ま
え
、

地
域
振
興
会
議
な
ど
後
継
の

組
織
に
対
し
て
も
進
捗
説
明

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
７
月
に
川
井
地
域

振
興
会
議
や
、
本
年
４
月
の

門
馬
地
域
自
治
振
興
協
議
会

理
事
会
に
お
い
て
説
明
し
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
共
有
し
て

い
る
。

　

旧
門
馬
小
学
校
の
校
舎
や

体
育
館
に
つ
い
て
、
企
業
か

ら
利
活
用
の
申
し
出
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
企
業
側
で
現

地
確
認
及
び
改
修
費
用
等
の

検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
の
回
答
を
待
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
「
宮
古
市
の
西
の
玄
関
口
と

し
て
門
馬
地
域
振
興
策
」
を

実
現
性
の
高
い
構
想
に
し
て

い
く
た
め
に
も
地
域
活
動
の

拠
点
と
な
る
適
正
規
模
の
施

設
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
と
意
見
交

換
し
な
が
ら
、
出
張
所
、
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
、
消
防
屯

所
の
機
能
を
備
え
た
複
合
施

設
と
し
て
、
門
馬
地
域
の
拠

点
施
設
と
な
る
よ
う
検
討
を

深
め
る
。

利活用の検討が進む旧門馬小学校

市としても賃上げ支援の実施を市としても賃上げ支援の実施を
引き続き制度の周知に努める

Q
A 落合　久三　議員

　

岩
手
県
は
物
価
高
騰
対
策

賃
上
げ
支
援
金
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
地
域
経
済
の
状
況

は
、
県
内
の
令
和
７
年
度
企

業
倒
産
件
数
81
件
、
休
廃
業

４
２
１
件
と
東
日
本
大
震
災

後
最
大
で
あ
る
。
宮
古
管
内

の
有
効
求
人
倍
率
は
０
・
９
５

倍
で
県
内
下
位
グ
ル
ー
プ
で

あ
り
、
加
え
て
イ
ラ
ン
戦
争

の
影
響
も
大
き
く
物
価
・
資

材
高
騰
の
下
、
地
域
経
済
は

想
像
以
上
に
低
迷
し
て
い
る
。 

　

市
と
し
て
県
の
賃
上
げ
支

援
に
上
乗
せ
を
す
る
こ
と
が

そ
の
大
き
な
一
助
と
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
財
源
は
市
勢

振
興
基
金
を
あ
て
る
こ
と
が

最
適
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

県
が
実
施
し
て
い
る
賃
上

げ
支
援
金
は
、
賃
上
げ
額
の

約
半
分
相
当
を
直
接
支
給
す

る
直
接
支
援
で
賃
上
げ
を
加

速
化
す
る
有
効
な
制
度
と
考

え
る
。
本
市
で
は
第
一
期
、

第
二
期
を
合
わ
せ
て
２
０
０

事
業
者
、
１
８
５
１
人
が
活

用
し
て
お
り
、
第
三
期
の
申

請
数
は
現
在
、
67
事
業
者
、

７
６
６
人
で
あ
る
。

　

本
事
業
は
、
事
業
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
も
の
で
、
市

と
し
て
引
続
き
制
度
の
周
知

に
努
め
る
。

資
材
高
騰
対
策
の
具
体
化
を

急
い
で

　

宮
古
商
工
会
議
所
の
「
景

況
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
」

で
は
「
中
東
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
、
原
油
価
格
上
昇
の
影

響
」
は
、
大
い
に
受
け
て
い

る
35
％
、
い
く
ら
か
受
け
て

い
る
57
％
、
影
響
の
内
容
で

は
、
資
材
高
騰
81
％
、
資
材

の
納
期
遅
延
27
％
、
と
回
答

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下

の
点
で
市
長
の
所
見
を
伺
う
。 

①
電
気
・
ガ
ス
代
、
軽
油
、

重
油
の
値
上
が
り
分
の
一
定

割
合
の
直
接
支
援
の
実
施
。

②
工
場
・
家
賃
リ
ー
ス
料
の

固
定
費
補
助
。
③
地
方
税
、

国
保
税
の
納
付
猶
予
・
減
免
。

④
国
の
持
続
化
給
付
金
等
の

施
策
の
実
施
・
復
活
を
国
に

強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。

　

４
月
22
日
に
県
市
長
会
を

通
じ
て
緊
急
要
望
を
行
い
、

６
月
に
は
東
北
市
長
会
、
三

陸
沿
岸
都
市
会
議
で
要
望
を

予
定
し
て
い
る
。

　

地
域
経
済
の
実
情
を
把
握

し
な
が
ら
、
国
・
県
の
対
策

で
は
行
き
届
か
な
い
部
分
に

交
付
金
を
活
用
す
る
な
ど
、

市
と
し
て
も
必
要
な
支
援
を

速
や
か
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

準
備
を
進
め
て
い
く
。

のぞまれる賃金引き上げ支援

問問問 市
長
市
長

市
長
市
長

古舘　博議員の一般質問動画はこちら▲

落合　久三議員の一般質問動画はこちら▲

市
長
市
長

問問 市
長
市
長

市
長
市
長

墓石の傾き等のリフォームに対して補助を墓石の傾き等のリフォームに対して補助を
検討すべき検討すべき
墓石修繕のニーズは少ない状況にあり優先
度は低い

Q

A 木村　誠　議員

墓
石
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助
制

度
設
立
に
つ
い
て

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
流
出

に
伴
い
、
先
祖
代
々
の
墓
所

を
十
分
に
維
持
管
理
で
き
て

い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
々
見
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
墓
石
は
長
年
の
雨
風
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、

汚
れ
以
外
に
も
ひ
び
割
れ
や

傾
き
な
ど
劣
化
が
進
み
、
そ

の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
転
倒
等

の
事
故
に
つ
な
が
る
と
危
惧

さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
墓
石
の
修
繕
に
は
大
き

な
経
済
的
負
担
が
生
じ
る

た
め
に
、
十
分
な
修
繕
が
な

さ
れ
ず
、
結
果
と
し
て
景
観

や
安
全
面
で
の
課
題
が
生
じ

て
い
る
状
況
に
あ
る
。
そ
こ

で
、
景
観
の
保
全
、
防
災
・

安
全
の
観
点
か
ら
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
行
っ
て

い
る
補
助
制
度
の
よ
う
に
生

活
環
境
の
向
上
を
目
的
と
し

た
支
援
が
必
要
と
考
え
、
以

下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。 

　

墓
所
の
老
朽
化
の
実
態
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

の
か
。

　

市
民
相
談
室
で
市
民
の
お

困
り
ご
と
を
受
け
付
け
て
い

る
が
、
民
間
の
墓
所
に
お
け

る
、
市
民
か
ら
の
相
談
は
な

い
。

　

過
去
に
墓
石
リ
フ
ォ
ー
ム

の
補
助
を
検
討
し
た
こ
と
は

あ
る
の
か
。

　

本
年
１
月
に
経
済
対
策
の

選
択
肢
と
し
て
墓
石
移
設
等

に
つ
い
て
検
討
し
、
市
内
の

寺
院
２
か
所
、
墓
石
事
業
者

２
者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
た
。
そ
の
際
、
墓
石
の

リ
フ
ォ
ー
ム
や
新
設
の
ニ
ー

ズ
は
少
な
い
状
況
で
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
優

先
度
が
低
い
と
判
断
し
、
支

援
制
度
を
見
送
っ
た
経
緯
が

あ
る
。

　

今
後
、
墓
地
全
体
の
安
全

性
と
景
観
の
維
持
を
図
る
た

め
に
墓
石
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の

補
助
や
相
談
窓
口
の
整
備
等
、

何
ら
か
の
支
援
を
検
討
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

　

市
民
か
ら
の
お
困
り
ご
と

相
談
は
市
民
相
談
室
が
窓
口

と
な
り
対
応
し
、
必
要
に
応

じ
た
支
援
策
を
検
討
で
き
る

よ
う
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
把
握

に
努
め
て
い
く
。

いつまでも変わらぬ敬意と感謝を

 消防、救急救命体制の強化を 消防、救急救命体制の強化を
 消防、救急体制の維持・充実に努める

Q
A 松本　尚美　議員

　

本
市
の
分
署
に
お
い
て
は
、

火
災
出
動
す
る
と
救
急
要
請

が
あ
っ
て
も
救
急
車
が
出
動

出
来
ず
救
命
率
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。
当
然
に

逆
の
事
態
が
想
定
出
来
る
。

市
民
の
財
産
を
守
り
、
隣
家
、

近
接
山
林
へ
の
延
焼
防
止
を

図
る
た
め
、
市
内
分
署
の
消

防
ポ
ン
プ
車
の
増
車
、
消
防

士
の
増
員
が
必
要
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
分
署
管
内
の
救

急
救
命
体
制
の
維
持
、
初
期

消
火
の
強
化
が
図
ら
れ
る
。

市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　

現
状
の
消
防
力
は
、
消
防

署
と
消
防
団
が
、
相
互
に
連

携
し
対
応
し
て
お
り
消
防
力

の
維
持
が
図
ら
れ
て
い
る
。

救
急
救
命
力
は
宮
古
地
区
広

域
行
政
組
合
、
救
急
業
務
規

程
に
基
づ
き
、
維
持
が
図
ら

れ
て
い
る
。
宮
古
署
と
各
分

署
が
迅
速
に
連
携
し
て
市
民

の
救
急
救
命
や
初
期
消
火
に

寄
与
し
て
お
り
、
現
行
体
制

で
引
き
続
き
維
持
・
充
実
に

努
め
る
。

若
年
層
、
若
年
女
性
が
住
み

た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
　

昨
年
６
月
、
12
月
の
一
般

質
問
の
主
旨
は
、
若
年
層
に

対
す
る
様
々
な
支
援
制
度
が

あ
っ
て
も
流
出
が
止
ま
ら
な

い
、
転
入
が
増
え
な
い
の
は
、

社
会
的
に
作
ら
れ
た
男
女
差

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
」、

無
意
識
の
思
い
込
み
「
ア
ン

コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
」
が

壁
と
指
摘
し
て
い
る
。
施
策

課
題
と
し
て
取
り
上
げ
な
い

の
か
、
認
識
を
伺
う
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
、

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス

が
、
若
年
層
の
地
域
離
れ
に

つ
な
が
る
と
の
課
題
認
識
の

も
と
、
市
民
や
事
業
者
、
職

員
を
対
象
に
、
偏
見
へ
の
気

づ
き
を
促
す
学
び
の
機
会
を

提
供
し
、
理
解
を
深
め
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
本

年
度
は
、
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス

バ
イ
ア
ス
を
知
り
、
気
づ
く

こ
と
を
目
的
と
す
る
講
座
や
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
講
演

会
を
実
施
す
る
。

　
「
都
会
に
出
た
地
方
女
子
が

地
方
に
戻
ら
な
い
原
因
を
探

り
、
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

地
方
に
未
来
は
無
い
」
と
分

析
、
提
言
し
て
い
る
識
者
が

い
る
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　

若
者
の
価
値
観
や
感
覚
的

な
判
断
材
料
を
把
握
す
る
こ

と
は
、
効
果
的
な
施
策
を
検

討
・
推
進
す
る
う
え
で
、
欠

か
せ
な
い
重
要
な
視
点
の
一

つ
と
考
え
る
。

　

個
別
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
、

少
人
数
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
座
談
会
が
有
効
で
、
普

段
発
信
し
に
く
い
思
い
や
、

地
域
に
抱
く
期
待
・
不
安
な

ど
を
す
く
い
上
げ
る
こ
と
が

可
能
と
考
え
る
。

強化すべき分署体制

問問 市
長
市
長

木村　誠議員の一般質問動画はこちら▲

松本　尚美議員の一般質問動画はこちら▲

問市
長
市
長

市
長
市
長

問問 市
長
市
長

問市
長
市
長

市
長
市
長

■
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女性の健康課題への支援強化を女性の健康課題への支援強化を
相談と情報発信を積極的に行う

Q
A 佐藤　和美　議員

女
性
の
健
康
と
活
躍
支
援

　

女
性
が
活
躍
す
る
現
代
に

お
い
て
、
女
性
特
有
の
健
康

課
題
へ
の
支
援
は
重
要
性
を

増
し
て
い
る
。
本
市
で
は
更

年
期
世
代
が
女
性
人
口
の
約

５
人
に
１
人
を
占
め
て
お
り
、

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む

中
、
働
く
世
代
の
健
康
維
持

と
活
躍
支
援
は
地
域
経
済
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持

す
る
う
え
で
も
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
更
年
期
症
状
に
よ

る
離
職
や
就
労
継
続
の
困
難

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
ど

の
よ
う
な
支
援
を
進
め
る
の

か
。

　

更
年
期
症
状
に
つ
い
て
も
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
性
別
に

よ
る
特
性
の
違
い
に
応
じ
た

健
康
支
援
が
必
要
な
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。
女
性
活
躍

推
進
法
に
お
い
て
も
、
女
性

特
有
の
健
康
課
題
が
社
会
全

体
の
「
働
き
方
の
課
題
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
今

後
も
相
談
対
応
や
情
報
発
信

を
積
極
的
に
行
い
、
更
年
期

症
状
へ
の
健
康
支
援
や
働
き

や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
が
で
き
る
サ
イ
ト
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、「
女
性
の
健

康
推
進
室
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ラ

ボ
」
や
男
女
共
同
参
画
通
信

「
ふ
ら
っ
と
」
な
ど
を
活
用
し
、

健
康
課
題
や
相
談
窓
口
の
周

知
を
進
め
る
。

救
命
環
境
の
向
上

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
市
民
の
命
を
守

る
た
め
の
重
要
な
設
備
で
あ

る
。
夜
間
や
休
日
を
含
め
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
向
け
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
の
拡
充
や
設
置
場
所
の
周

知
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

　

市
内
の
公
共
施
設
に
あ
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
多
く
は
夜
間
や
早

朝
に
は
使
用
で
き
な
い
。
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
の

連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る

自
治
体
の
事
例
は
承
知
し
て

お
り
、
導
入
自
治
体
の
効
果

を
参
考
に
研
究
す
る
。
ま
た
、

日
本
救
急
医
療
財
団
の
全
国

Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
と
の
連
携
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知

も
分
か
り
や
す
い
ア
ク
セ
ス

方
法
を
検
討
し
、
市
民
へ
の

周
知
に
努
め
る
。

女性の健康と活躍支援

宮古市定住化促進奨学資金返還免除の成果宮古市定住化促進奨学資金返還免除の成果
と拡充はと拡充は

９年間で 61 人の利用者、拡充の予定なし

Q

A 花輪　政文　議員

宮
古
市
定
住
化
促
進
奨
学
資

金
返
還
免
除
に
つ
い
て

　

急
速
に
進
む
本
市
の
人
口

減
少
の
な
か
で
若
年
層
の
流

出
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ

と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。 

　

将
来
を
担
う
人
材
確
保
と

定
住
化
促
進
を
目
的
と
し
て

本
市
奨
学
資
金
貸
付
者
を
対

象
に
平
成
29
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
「
宮
古
市
定
住
化

促
進
奨
学
資
金
返
還
免
除
」

に
つ
い
て
、
Ｉ
タ
ー
ン
等
含

め
多
く
の
若
年
層
を
本
市
へ

迎
え
入
れ
る
た
め
の
方
策
と

し
て
日
本
学
生
支
援
機
構
等

も
対
象
と
し
た
返
済
支
援
助

成
金
制
度
に
拡
充
す
る
考
え

は
。

　

市
の
「
宮
古
市
移
住
支
援

金
」や「
新
規
学
卒
者
及
び
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
者
等
就
業
奨
励
金
」

等
の
施
策
や
国
が
実
施
す
る

「
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制

度
」
拡
充
な
ど
で
教
育
機
会

の
確
保
・
充
実
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
返
済
助
成
金
制

度
の
拡
充
は
現
在
の
と
こ
ろ

予
定
は
な
い
。

新
規
高
卒
者
の
管
内
就
職
率

に
つ
い
て

　

宮
古
公
共
職
業
安
定
所
管

内
の
本
年
３
月
末
の
新
規

高
卒
者
の
就
職
内
定
者
数

１
３
９
人
の
う
ち
管
内
就
職

内
定
者
は
36
人
（
管
内
就
職

率
は
約
26
％
）
と
な
っ
て
い

る
。
管
内
就
職
率
を
高
め
る

た
め
の
今
後
の
対
策
は
。

　

高
校
生
対
象
の
「
し
ご
と

メ
ッ
セ
」
や
「
事
業
所
見
学

会
」
の
継
続
と
「
広
報
み
や

こ
」
で
の
市
内
企
業
紹
介
に

加
え
、
本
年
度
か
ら
「
し
ご

と
メ
ッ
セ
」
へ
の
中
学
生
の

参
加
や
「
高
校
生
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
」
の
講
義
内
容
を

地
元
就
職
に
焦
点
を
あ
て
た

も
の
に
す
る
な
ど
本
市
の
産

業
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信

し
て
い
く
。

若年層対策に奨学金返還の負担軽減を

佐藤　和美議員の一般質問動画はこちら▲

花輪　政文議員の一般質問動画はこちら▲

問

問

問問

市
長
市
長

市
長
市
長

市
長
市
長

市
長
市
長

■

国に対し原油・物価高騰に伴う経済対策国に対し原油・物価高騰に伴う経済対策
実施等の要望行動強化を実施等の要望行動強化を
価格高騰対策や安定供給体制の確保等、
岩手県市長会等を通じ要望

Q
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必
要
時
に
は
市
と
し
て
の
経

済
対
策
の
実
施
を

　

物
価
高
に
加
え
、
中
東
情

勢
悪
化
に
伴
う
原
油
価
格
高

騰
に
由
来
す
る
食
料
品
、
生

活
必
需
品
等
の
値
上
げ
で
、

生
活
者
の
暮
ら
し
は
一
層
圧

迫
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宮

古
商
工
会
議
所
の
緊
急
調
査

で
は
、
回
答
し
た
市
内
事
業

者
の
う
ち
92
％
が
「
影
響
を

受
け
て
い
る
」
と
し
て
い

る
。
原
油
高
騰
は
国
が
責
任

を
持
ち
対
応
す
べ
き
問
題
で

あ
る
。
早
急
に
国
に
対
し
経

済
対
策
の
実
施
等
の
働
き
か

け
、
要
望
行
動
を
実
施
、
強
化

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　

ま
た
、
地
域
経
済
の
実
態

を
見
極
め
、
必
要
時
に
は
市

の
経
済 

対
策
実
施
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
。
市
長
の
基

本
姿
勢
は
。

　

岩
手
県
市
長
会
を
通
じ
て

４
月
22
日
に
国
へ
の
緊
急
要

望
を
実
施
し
た
。
主
な
要
望

内
容
は
、
燃
料
や
資
材
の
価

格
高
騰
対
策
及
び
安
定
的
な

供
給
体
制
の
確
保
、
事
業
者

へ
の
経
営
支
援
、
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
拡
充
等
で
あ
る
。

６
月
９
日
～
10
日
に
は
、
岩

手
県
市
長
会
及
び
東
北
市
長

会
、
三
陸
沿
岸
都
市
会
議
で
、

国
へ
の
要
望
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

国
主
導
に
よ
る
対
応
を
要

望
し
な
が
ら
、
国
・
岩
手
県

の
対
策
で
は
十
分
に
行
き
届

か
な
い
部
分
に
交
付
金
を
活

用
し
、
適
切
に
対
応
し
た
い
。

事
業
者
等
へ
の
状
況
調
査
を

継
続
実
施
し
、
市
と
し
て
必

要
な
支
援
の
準
備
を
進
め
る
。

人
口
減
少
と
定
住
・
定
着
推

進
の
課
題
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
、
若
者
が
定
住
・
定
着

で
き
る
産
業
振
興
と
雇
用
の
創

出
等
が
大
き
な
市
政
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
人
口
減
少
を
止

め
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
定

住
・
定
着
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、「
暮
ら
し
や
す
い
、
住
み

や
す
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
が
重
要
な
視
点
と
考
え
る
。 

　

定
住
・
定
着
に
向
け
た
施
策

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺

う
。

　

令
和
７
年
度
市
民
意
識
調

査
で
は
、
中
心
市
街
地
に
お

け
る
施
設
の
充
足
に
関
す
る

満
足
度
が
14
・
７
点
、
地
域

医
療
体
制
が
24
・
２
点
、
公

共
交
通
の
利
用
環
境
が
30
・

６
点
と
な
っ
た
。
定
住
・
定

着
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
は
、
宮
古
市
総
合
計
画

の
着
実
な
推
進
を
図
り
、
行

政
分
野
に
お
け
る
満
足
度
を

高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

広範囲に及ぶ原油・物価高騰
による影響

より安全な避難を実効性のあるものとするより安全な避難を実効性のあるものとする
ための各計画の反映はための各計画の反映は
災害時の実態を踏まえ必要に応じ計画の
見直しを行い実効性を高める
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津
軽
石
Ｐ
Ａ
（
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
）
の
位
置
づ
け
は

　

４
月
20
日
発
生
の
三
陸
沖

地
震
で
は
、
県
内
の
三
陸
沿

岸
道
路
で
唯
一
の
ト
イ
レ
付

Ｐ
Ａ
で
あ
る
津
軽
石
Ｐ
Ａ

に
多
く
の
車
が
避
難
し
た
。 

　

市
の
総
合
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
は
Ｐ
Ａ
は
避
難
場

所
で
は
な
い
が
、
隣
接
す
る

馬
越
階
段
高
台
、
津
軽
石

公
民
館
裏
高
台
が
津
波
避

難
場
所
で
あ
る
た
め
、
今
後

も
有
事
の
際
は
同
様
の
事

態
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

　

津
軽
石
Ｐ
Ａ
の
あ
り
方
の

検
討
は
。

　

当
該
Ｐ
Ａ
は
三
陸
道
走
行

車
が
利
用
す
る
駐
車
場
の
た

め
、
避
難
場
所
に
指
定
し
て

い
な
い
。
車
で
の
避
難
は
高

台
広
場
に
駐
車
し
て
も
ら
い

た
い
。

　

車
避
難
は
推
奨
し
な
い
が
、

徒
歩
避
難
場
所
と
し
て
地
域

住
民
に
活
用
し
て
も
ら
い
、

地
域
の
安
心
に
繋
が
る
よ
う
、

実
態
に
即
し
た
避
難
体
制
へ

と
改
善
す
る
た
め
、
引
き
続

き
取
り
組
む
。

車
避
難
の
避
難
計
画
反
映
は

　

市
は
原
則
徒
歩
避
難
を

基
本
と
す
る
一
方
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
乳
幼
児

を
抱
え
る
世
帯
な
ど
車
避

難
が
必
要
な
市
民
も
い
る
。 

　

自
主
防
災
組
織
な
ど
が
あ

る
地
区
で
は
、
対
象
者
を
決

め
車
避
難
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
避
難
計
画

に
反
映
さ
せ
る
意
向
は
。

　

徒
歩
避
難
が
難
し
い
市
民

の
存
在
も
十
分
認
識
し
て
お

り
、
自
主
防
災
組
織
を
中
心

に
対
象
者
を
把
握
し
、
車
避

難
支
援
を
行
っ
て
い
る
地
区

も
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
工
夫

し
て
い
る
取
り
組
み
は
、
災

害
時
の
安
全
確
保
に
向
け
た

大
変
重
要
な
活
動
だ
と
受
け

止
め
る
。

　

市
の
津
波
避
難
計
画
で
は

避
難
路
が
漁
港
か
ら
一
本
道

で
あ
る
場
合
、
交
通
混
雑
等

の
発
生
が
無
く
地
区
全
体
が

安
全
で
有
効
な
避
難
が
行
え

る
場
合
、
か
つ
、
他
に
手
段

が
無
い
場
合
の
３
条
件
を
満

た
す
地
区
は
車
避
難
を
可
能

と
し
て
い
る
。

　

今
後
、
地
区
住
民
や
関
係

機
関
と
協
議
や
訓
練
を
重
ね
、

計
画
に
反
映
で
き
る
よ
う
検

討
す
る
。

県内三陸沿岸道路唯一のトイレ付津軽石 PA

竹花　邦彦議員の一般質問動画はこちら▲

白石　雅一議員の一般質問動画はこちら▲

問

問

市
長
市
長

市
長
市
長

問問 市
長
市
長

市
長
市
長
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こ
の
度
、
改
選
を
経
て

本
市
議
会
第
７
期
の
新
し

い
議
会
体
制
と
な
り
、
議

会
広
報
編
集
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
も
一
新
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
４

年
間
16
回
の
予
定
で
議
会

広
報
の
発
行
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
発
行
の
第
82
号

か
ら
皆
さ
ま
の
手
に
取
っ

て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
紙
面
等
の
改
革
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
度
も
表
紙
に
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
声
の
発
信

を
継
続
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
の
で
、
引
き
続
き
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
併
せ
て
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
な
ど
お
寄

せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に

存
じ
ま
す
。

　

原
油
価
格
高
騰
に
伴
う

物
価
高
騰
の
続
く
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
一
刻
も
早

く
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
平
穏

化
と
安
定
的
な
日
常
に
戻

る
こ
と
を
祈
る
も
の
で
す
。

　

暑
さ
極
ま
る
候
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
、
熱
中
症

対
策
を
行
い
な
が
ら
実
り

多
い
出
来
秋
を
お
迎
え
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
祈
念
い

た
し
ま
す
。

　
宮
古
に
も
夏
本
番
の
季
節
が
訪
れ
ま
し
た
。
改

選
を
経
て
新
た
な
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
私
も
引

き
続
き
議
長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
夏
と
い
え
ば
海
。
そ
の
海
と
の
接
点
で
あ
る
港

に
は
、
こ
の
春
か
ら
多
く
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
入
港

し
、
人
々
の
往
来
が
ま
ち
に
新
た
な
賑
わ
い
と
活

気
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
宮
古
は
古
く
か
ら
海
に
よ
っ
て
外
の
世
界
と
結

ば
れ
て
き
ま
し
た
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活

躍
し
た
三
陸
汽
船
の
時
代
、
港
は
人
や
物
資
だ
け

で
な
く
、
文
化
や
情
報
を
運
ぶ
玄
関
口
で
も
あ
り

ま
し
た
。
北
海
道
で
の
放
浪
生
活
を
終
え
た
若
き

歌
人
・
石
川
啄
木
が
上
京
の
途
上
で
宮
古
に
上
陸

し
た
の
も
、
こ
の
船
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
ま
た

昭
和
初
期
に
は
、
横
綱
栃
ノ
花
を
は
じ
め
と
す
る

大
日
本
相
撲
協
会
巡
業
一
行
や
、
詩
人
高
村
光
太

郎
、宮
沢
賢
治
ら
も
こ
の
港
に
降
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
に
と
っ
て
、
港
は
人
と
地

域
、
そ
し
て
世
界
を
結
ぶ
大
切
な
窓
口
で
す
。
先

人
た
ち
が
築
い
て
き
た
交
流
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
、
そ
の
価
値
を

次
の
世
代
へ
伝
え
て

い
く
こ
と
も
私
た
ち

の
役
割
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
絵
に
な

る
み
な
と
ま
ち
宮
古
」

の
実
現
を
目
指
し
、
こ

の
港
町
が
育
ん
で
き

た
歴
史
や
文
化
を
次

代
へ
語
り
継
ぎ
な
が

ら
、
未
来
へ
つ
な
が

る
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

議会広報編集委員会の議会広報編集委員会の
新メンバー新メンバー

委

員

委

員

佐
藤
　
和
美

佐
藤
　
和
美

副
委
員
長

副
委
員
長

植
田
　
収
一

植
田
　
収
一

委

員

委

員

中
居
　
克
広

中
居
　
克
広

委

員

委

員

八
谷
　
光
介

八
谷
　
光
介

委

員

委

員

花
輪
　
政
文

花
輪
　
政
文

委

員

長

委

員

長

古
舘
　
博

古
舘
　
博

２
期
連
続
と
な
り

ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

議
会
を
も
っ
と

身
近
に
伝
え
て
い

け
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
！

議
会
に
関
心
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
紙
面
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

議
会
の
活
動
を

わ
か
り
や
す
く

伝
え
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

読
み
や
す
く

皆
さ
ま
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
広
報
を
作

り
ま
す
。

市
民
と
議
会
が

つ
な
が
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

第１回

編
集
後
記

編
集
委
員
長

　
　

古
舘　

博

　

　 　５月 13日、14日の２日間にわたり、令和８年度第１回宮古市議会議員研修会を開催しま　５月 13日、14日の２日間にわたり、令和８年度第１回宮古市議会議員研修会を開催しま
した。講師には、一般社団法人地方公共団体政策支援機構理事の渡辺太樹氏をお迎えしました。した。講師には、一般社団法人地方公共団体政策支援機構理事の渡辺太樹氏をお迎えしました。
　１日目は「これから期待される宮古市議会とはなにか」をテーマに、人口減少や少子高齢　１日目は「これから期待される宮古市議会とはなにか」をテーマに、人口減少や少子高齢
化など地域を取り巻く課題が複雑化する中で、議会に求められる役割や機能について学びま化など地域を取り巻く課題が複雑化する中で、議会に求められる役割や機能について学びま
した。また、議会が市民の声を政策へつなげるための視点や、議員間討議の重要性についてした。また、議会が市民の声を政策へつなげるための視点や、議員間討議の重要性について
理解を深めました。理解を深めました。
　２日目は「一般質問の改善にむけたポイントについて」をテーマに研修が行われました。　２日目は「一般質問の改善にむけたポイントについて」をテーマに研修が行われました。
一般質問の目的を再確認するとともに、現状や課題を的確に捉え、政策提案につなげるため一般質問の目的を再確認するとともに、現状や課題を的確に捉え、政策提案につなげるため
の質問の組み立て方や考え方について学びました。の質問の組み立て方や考え方について学びました。

令和 8 年度第 1 回宮古市議会議員研修会を開催しました令和 8 年度第 1 回宮古市議会議員研修会を開催しました

  今回の研修を通じて、議会の政策形成機今回の研修を通じて、議会の政策形成機
能の向上や、市民福祉の増進につながる議能の向上や、市民福祉の増進につながる議
会活動の重要性を改めて認識する機会とな会活動の重要性を改めて認識する機会とな
りました。今後の議会活動に生かし、よりりました。今後の議会活動に生かし、より
開かれた議会を目指してまいります。開かれた議会を目指してまいります。

　

議会モニターへ委嘱状を交付しました議会モニターへ委嘱状を交付しました

　令和８年度、第１回目の議会モニター会議が５
月29日に開催され、６名の皆さまを議会モニター
として委嘱しました。

　はじめに、橋本議長からモニターの皆さまに
委嘱状が交付され、「市議会では、市民の皆さま
が市政や議会に関心を持ち、まちづくりに参画
していただけるよう、様々な手段で、情報発信
を行ってきました。そうした取り組みの中で立
ち上げたのが、この『議会モニター制度』であり、
皆さまの『市民目線』を、議会運営に活かそう
と考えております」とのあいさつがありました。

　議場を見学後、事務局職員が「議会モニター
について」説明を行い、質疑では、議会の生中
継についての質問がありました。（※生中継につ
いて詳しくは 9ページをご覧ください。）
モニター会議で出された意見等は、市議会運営
の参考にさせていただきます。

全国市議会議長会表彰４名受賞全国市議会議長会表彰４名受賞

　全国市議会議長会より、前議員を含む４名の表彰があり、６月
１日の開会会議冒頭に、受賞者を代表して、橋本久夫議長、竹花
邦彦副議長へ表彰状の伝達が行われました。

● 議 員 在 職 2 5 年 表 彰● 議 員 在 職 2 5 年 表 彰
　 竹 花 邦 彦 議 員　 竹 花 邦 彦 議 員
　 　（ 初 当 選 ： 平 成 1 0 年 ３ 月 ）　 　（ 初 当 選 ： 平 成 1 0 年 ３ 月 ）

● 議 員 在 職 2 0 年 表 彰● 議 員 在 職 2 0 年 表 彰
　 工 藤 小 百 合 議 員　 工 藤 小 百 合 議 員
　 　（ 初 当 選 ： 平 成 1 8 年 ５ 月 ）　 　（ 初 当 選 ： 平 成 1 8 年 ５ 月 ）
　 長 門 孝 則 前 議 員　 長 門 孝 則 前 議 員
　 　（ 在 任 期 間 ： 平 成 1 8 年 ５ 月　 　（ 在 任 期 間 ： 平 成 1 8 年 ５ 月
　 　 　 か ら 令 和 ８ 年 ４ 月 ）　 　 　 か ら 令 和 ８ 年 ４ 月 ）

● 正 副 議 長 ４ 年 表 彰● 正 副 議 長 ４ 年 表 彰
　 橋 本 久 夫 議 長　 橋 本 久 夫 議 長
　 竹 花 邦 彦 副 議 長　 竹 花 邦 彦 副 議 長

　 こ の ほ か に 同 会 か ら 、 全 国 市　 こ の ほ か に 同 会 か ら 、 全 国 市
議 会 議 長 会 産 業 経 済 委 員 会 委 員議 会 議 長 会 産 業 経 済 委 員 会 委 員
を 務 め た 橋 本 久 夫 議 長 に 感 謝 状を 務 め た 橋 本 久 夫 議 長 に 感 謝 状
が 贈 ら れ ま し た 。が 贈 ら れ ま し た 。

受賞された方は次のとおりです。受賞された方は次のとおりです。
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井
地
域
は
冷
涼
な
気
候
と
豊
か
な
森
林

環
境
に
恵
ま
れ
、
舞
茸
の
生
育
に
適
し
た
土

地
で
す
。
原
木
露
地
栽
培
で
は
、
自
然
の
力

を
生
か
し
な
が
ら
一
年
を
か
け
て
育
て
る
こ

と
で
、
香
り
高
く
肉
厚
な
舞
茸
が
生
ま
れ
ま

す
。

　

川
井
産
業
振
興
公
社
の
佐
々
木
加
工
部
長

は
、「
舞
茸
は
出
汁
が
命
」
と
語
り
ま
す
。
舞

茸
は
乾
燥
や
冷
凍
に
よ
っ
て
細
胞
壁
が
壊
れ
、

旨
み
成
分
が
よ
り
引
き
出
さ
れ
る
た
め
、
加

工
品
と
の
相
性
も
抜
群
で
す
。
そ
の
特
性
を

生
か
し
、
公
社
で
は
舞
茸
の
魅
力
を
手
軽
に

味
わ
え
る
商
品
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

主
な
商
品
は
、「
川
井
舞
茸
だ
し
つ
ゆ
」「
原

木
舞
茸
炊
き
込
み
ご
飯
の
も
と
」「
川
井
ま
い

た
け
（
冷
凍
）」
の
３
種
類
。
だ
し
つ
ゆ
は
、

原
木
舞
茸
の
豊
か
な
旨
み
が
凝
縮
さ
れ
た
万

能
調
味
料
で
、
そ
ば
や
う
ど
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

煮
物
や
炒
め
物
に
も
お
す
す
め
で
す
。
炊
き

込
み
ご
飯
の
も
と
は
、
舞
茸
の
出
汁
ご
と
炊

き
込
む
こ
と
で
香
り
と
旨
み
を
存
分
に
楽
し

め
ま
す
。
ま
た
、
今
年
か
ら
販
売
が
始
ま
っ

た
冷
凍
舞
茸
は
、
解
凍
せ
ず
そ
の
ま
ま
調
理

す
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
出
汁
を
引
き
出

せ
る
商
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

取
材
を
通
じ
て
、「
市
民
が
舞
茸
を
食
べ
て

こ
そ
地
域
の
宝
が
生
き
る
」
と
い
う
部
長
の

言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
地
元
飲
食
店

で
の
活
用
や
新
た
な
レ
シ
ピ
の
開
発
を
進
め

な
が
ら
、
川
井
の
舞
茸
を
地
域
の
食
文
化
と

し
て
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
取
り
組
み
が
続

い
て
い
ま
す
。

川

材料（1 人分）
パスタ：80～ 100g
川井まいたけ（冷凍）：100g 程度
バター：10g
川井舞茸だしつゆ：小さじ 1〜 1.5
にんにく（チューブでも可）：1cm分ほど
オリーブオイル：大さじ 1
塩（パスタゆで用）：適量
黒こしょう、パセリ (お好みで )：適量

川井舞茸だしつゆ

原木舞茸の旨みが引
き出された万能つゆ。
そばはもちろん、煮
物や炒め物、炊き込
みご飯にもおすすめ
です。

原木舞茸炊き込みご飯
（2 合用）

舞茸の出汁ごと炊き込
むことで旨みを最大限
に引き出します。
炊き上がる瞬間の香り
も格別です。

川井まいたけ（冷凍）

さまざまなお料理にお
使いいただけます。
原木露地栽培ならでは
の食感と香りをお楽し
みください。

作り方作り方
❶パスタを表示時間より1分短めにゆでる。❶パスタを表示時間より1分短めにゆでる。
❷フライパンにオリーブオイルとにんにくを❷フライパンにオリーブオイルとにんにくを
　入れ、香りが出るまで弱火で加熱する。　入れ、香りが出るまで弱火で加熱する。
❸冷凍舞茸をそのまま加え、中火で炒める。❸冷凍舞茸をそのまま加え、中火で炒める。
❹バターを加え、舞茸に火が通ったら舞茸だし❹バターを加え、舞茸に火が通ったら舞茸だし
　つゆを加える。　つゆを加える。
❺ゆで上がったパスタを加えて全体を和える。❺ゆで上がったパスタを加えて全体を和える。
❻お好みで黒こしょう、パセリをふりかけて完成。❻お好みで黒こしょう、パセリをふりかけて完成。

議会広報編集委員会オリジナルレシピ

原木舞茸の原木舞茸の

アーリオ・オーリオアーリオ・オーリオ
和風仕立て和風仕立て

商 品 紹 介商 品 紹 介

使いやすい
冷凍タイプ！

佐々木加工部長佐々木加工部長

羅
針

盤
羅

針
盤


